
　なぎさ小学校で5年生を対象として行われて
いる「緑豊かな 日本を 守ろう！」という連続授業のひとこまとして、
「六甲山地の土砂災害～豊かな緑は土砂災害をふせぐ～」というテーマ
で出前講座を行いました。六甲山系グリーンベルト整備事業を中心に、
過去の大災害と砂防えん堤の役割などの解説を行いました。授業の最後
の質問コーナーでは「六甲砂防事務所はいつできたの？」(※)、「砂防ダ
ムを作るにはどれくらい時間がかかるの？」、「強い雨ってどんな雨で
すか？」とたくさんの質問を受けました。
　幸いにも近年六甲山地
で大きな災害は発生して
いませんが、今後もこう
した機会を通じて防災に
ついての心の備えができ
るように啓発活動を行っ
てまいります。

神戸市立なぎさ小学校出前講座 ～近畿地方整備局　六甲砂防事務所～
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概　要

【お問合せ先】

国土交通省　近畿地方整備局
六甲砂防事務所　調査課

〒658-0052　神戸市東灘区住吉東町3-13-15
TEL：078-851-0535

小学5年生を対象として自然災害(土砂災害)が発生するとどうなるかや、
防災の取り組みとしての砂防事業について学んでもらうための出前講座
を行いました。

日 時：平成25年11月8日（金）10:00～12:30
場 所：神戸市立なぎさ小学校(神戸市中央区)
参 加：5年生　190名
主 催：神戸市立なぎさ小学校

※六甲砂防事務所について
昭和13年7月5日に阪神地方を襲った豪雨は、甚
大な被害をもたらしました。この災害を契機とし
て昭和13年9月に内務省六甲砂防事務所（現在は
国土交通省所管）が発足し、昭和14年5月から六
甲山地において直轄砂防事業を実施しています。


